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　このうち，食分ε，初麟の時刻εを地圖上に表はしたものが別圖の通り
である．（時刻は皆，日本中央標準時で表はしてあるから，肇北のためには
之れより一時間だけ早い時刻の時計面を注意しなければならない．）
　此の圖で見てもわかる通り，青森縣以北は全く蝕の現象が見えない．岩
手縣や秋田縣でも，肉眼観測は駄目である．仙皇以南の土地では煙りガラ
280 日　食　噺　片
o
o．1
o．2
　　・・　　　　　　　　＼　　　　　　　　、　　　　　o．3
　　　＼＼　　　　　　、　　　　　’4：0。
　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　＼
　　＼　　　　　＼　　　　　＼　　　　　　　α今
　　　　＼、　　、　　　＼　　　　　　　3　：So、　、輸＿αぎ　、　　　　　　 　　　　　　　　　＼
　、　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　0．し
　　　＼　　　　　　3x30
　　　　、、
ス等の方法によって槻測が出來るだろう．
　部分食の場合に，學術上，研究すべき問題は，食の初めε，終りSの時
刻を精密に観測するこEである．出三二べくんば，一秒の十分の一までも
正確精密に決定するのが望ましい．そして，其の結果を本會観測部に通知
して貰ひたい．しかし，自己の持つ時計の時刻を，一秒の十分の一ぐらゐ
まで正しく維持するこεは可なり困難である．京都か東京の天文皇の標準
時計ε比較するか，叉は，船橋無線局の時刻放迭ミ比較するより外に好い
方法はあるまい．但し，押戸の海洋氣象皇，長崎の報時観測所，皇北の測
候所あたりにあろ標準時計S比較しても好い．
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　　　　　　　　　日本人が参加し7ζ過去の日食
　近代の天文學が我が日本に紹介されて以來こNに約五十年，此の間，わ
が領土の内でも数回の皆既日食があって，日本の二者が此等の場合には多
く何等かの働らきをやってみるし，筒ほ，此の間，外國に居て，日食観測
に加はつた例も少なくない．今此等のレコードを列記して見るε，下の通
りである．
　明治二十年（1887年）八月十九日　此の日は能登，越後，岩代，磐城あナこりの
地に於いて，午後3時前後に皆臨日食が見えた．此の時米國からはトドD．
Todd博士等が來朝し，白河の城趾に器械を据えtこが，天氣は曇りであっ
ナこ．
　明治二十九年（1896年）八月九日　此の日，北海道の北部で日食皆既があっ
ナこ，直直からはトド博士，佛國からはゲランドルH．Deslandres博＝t：（現
パリ天文毫長）等が來朝して，北見の枝幸に器械を準備し，我が國の寺
尾，國枝，水原，樺諸氏も同所で観測の準備をしたが，あひにく室は二つ
ナこ．
　明治三十一年目！898年）一月二十＝：日　此の日，インドで皆既日食があった．
我が國からは東京天文皇の寺尾壽，卒山信，木村榮三氏が観測のため，印
度マドラスへ出張．
　明治三十四年（1901年）五月十八日　此の日，旧領スマトラ島の中部に日食
皆既があったので，我が日本からは東京天文減塩所信，不山清治，早乙女
清，房三氏が同島パダンPadaneに出張，見事な成績を得て館朝されナこ．
　大正四年（1915年）八月十一日　此の日，小笠原諸島で金環食が見えたので，
東京天文皇の早乙女，橋元昌突，上田三三氏が出張され九
　大正七年（1918）年六月八日　此の日，伊豆の南沖の鳥島で早朝に皆既食が
見えナこので，京都大塾の山本一清，上田穣，山本六郎，柴久光四氏ε，東
京天文皇の帆足通直，河合章二郎二二εが研究のため出張した，しかし天
氣は薄雲りで，観測は妨げられた．
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　大正十二年（工925年）九月十日　此の日e北米カリフォルニア州南部で皆既
日食があって，世界各國から観測者が多く集まった．我が日本の山本一清
氏ε同英子氏ミが此の日カタリナ島のヤーキ・一ス天文皇観測隊に加はって
みたが，天氣は曇りであった．
　昭和＝年（1927年置六月二十九日　此の日，英國中部では200年ぶりの皆既
日食が見え，多くの観測隊が観測したが，此の時たまたま英國に留學して
みた白鳥勝義氏（現に毫北帝國大子助教授）はグリニチ隊に加はつて，ギ
グルス井ク村で之れを観察した．
　　　　　　　　　過去及び將來の日本の日食
　皆既日食は，部分食εちがって，一ク所に待ってるるのみでは，なかな
か見る外出は無いものである．早い話が上の例で見ても，一昨年英國で見
えt日食は實に200年ぶり（詳しく言へば，實に202學ぶり）だから，當
三軸の地の人々の騒は想像以上らしかった．そして今後まナこ英國で日食皆
既が見えるのは西暦1999年（今後70年目）であるミいふ．
我が日本は，地理的に，英國よりももつε廣がつてみるから，上記の例
ほさひS“いこεは無いけれさ，それでも，下記の如き有檬である．
1887年（明治20年）八月19日，
1896年（同　29年）八月9日．
1918年（大正7年）六月8日．
1936年六月19日．
1941年九月21日．
1943年二月4日．
1963年七月20日．
2009年七月22日・
2035年九月2日．
2063年八月24日．
新潟縣，幅連音あたり．（午後3時頃）
北海道．（午後2時頃）
伊豆の南の鳥島．（早朝）
北海道．（午後3時頃）
沖縄．（午後1時頃）
北海道．（午前8時頃）
千島（朝4時頃）
奄美大島．（午前11時頃）
京都大阪地方．（午前10時牛頃）
東京地方．（午前10時頃）
　かういふ次第であるから，日食コロナの美観を親しく見やうε思ふ者は
成るべく海外に出かけて行くより仕方が無いわけである．
日　食　断　片 2S3
　　　　　　　　　　最近の日蝕を見7ζ實戚
　　　　（去る1927年六月29日，英國にて或る人がH蝕な見ナこ感想の騎片）
　太陽の皆既蝕は英國民を悉く天文家にして了つ＃。一一其の六ク月も前
から學者たちが日々の新聞雑誌上で此の現象を読明し綾けたのだから，實
際，英國内の所々で，今までに例のない珍景が見えたのである．殊にクリ
シースから即日トルプールまでの線に沿うて，幅30マイルの廣さにわtcる
地方は月の影が誰の世界を夜に憂へるεいふものだから，幾百萬ε敷へら
れる見物人たちが此の界隈に集まって來て，其の前夜からの騒ぎε言った
ら，全くさ汚も，夜を書に憂へるやうな有限であって，御役人ナこちも此の
日は種々の規則や規定をゆるめて絡てを大目に見るこεNなり，ダンスも，
芝居も，シネマも，樂隊も皆入の群集をはしゃがせ，到る所で些々も夜中
開かれてるナこ．
　蝕は5時26分から始まり6時13分に皆銑εなり，其れが24砂の間績い
ナこ．そして蝕の終りは7時23分であった．
　蝕は實にすばらしい，恐ろしく物凄い景色であった．ヨークシヤイヤの
ギグルスヰク町は此の皆既食を見るのに最も都合の好い所なので，グリニ
チ天文台の勅任天文博士ε其の一行は観測の場所を此所に撰定した．此の
日の朝早くから，室には日E雲εの間には呼吸もつけないやうな劇的な箏
團が輝けられたが，いよいよ最後の一瞬間に日が勝を占めた．
　蝕が始まるε共に，光りは淡く，灰色から褐色ミ攣り，室氣は急に冷っ
こくなり，沼の水の上には一陣の風が吹き過ぎた．暗い影が恐ろしい速度
で大地を掩ふた瞬間，浅々は歌ひ聲を止め，羊は哀しさうに鳴いた．
　観測者の中の一人が時計の秒を讃む鏡い聲が沈獣を破って劇的に聞える．
其の附近の小山に群がってみる群集は恐れ戦き，皆既食になるや否や，金
銀の光が見えざるルツボからの如く，コルナから現はれtc，それから，観
測者が第23秒を歎へ終るε共に，天からは，光が見えて來t，
